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研究背景

糖尿病の高齢者が血糖値を上げないため
0kcalや糖質オフ食品の摂取を続ける

低血糖や低栄養、フレイルなど

スローカロリーシュガーを使えば・・・
エネルギーを下げない！

さらに血糖値が安定するかも！

高齢の糖尿病患者（70歳以上）を
対象としたエビデンスがない



目的

高齢の糖尿病患者を対象とした

スローカロリーシュガーを長期摂取することによる

血糖コントロールと薬・体重の変化を検討する！



スローカロリーシュガーとは？

① ゆっくり消化吸収で食後血糖

値の急激な上昇を抑える

②糖尿病でも安心して使用できる

③エネルギーが砂糖と同等

④甘さは砂糖の3/4程度

⑤甘味がまろやか

⑥合成甘味料、添加物不使用 パラチノースを含む



方法

〈対象〉
介護老人保健施設グリーンボイスに入所中の

糖尿病患者７０歳以上の１１名

〈手順〉

① カルテから空腹時血糖値、血糖降下薬と体重の記録を読み取る

② DM患者１名に持続型血糖測定器リブレを装着し血糖変動を確認

③ 入所時から比べて比較考察



対象者１１名（男性２名、女性９名）

長期（現時点で２週間以上のデータあり）の方で

解析可能９名（全員女性）を一人ずつ検討

結果



結果まとめ

９名（全員女性）
減少

変化なし

増加

血糖降下薬使用あり
８名

血糖降下薬使用なし
１名

６名

１名

１名

どちらも体重増加

体重増加

減少３名
体重 変化なし２名

増加１名

血糖値が低下し安定した

・・①
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・・⑥

薬の量が・・・



考察①

薬減少 ＋体重減少
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対象１（７１歳、女）
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対象６（８５歳、女）

SCSによる体重減少の可能性も考えられる

SCSによる影響がある

血糖値
低下

変化なし
血糖値
低下

体重：51⇒46.9ｋｇ

薬：5錠⇒1.5錠

体重：37.4⇒36ｋｇ

薬：7錠⇒3錠 薬：5錠⇒なし

体重：36.7⇒35.6ｋｇ



考察②

薬減少 ＋体重変化なし

体重を維持したまま血糖値が低下し、薬の量が減ったことから
⇒SCSによる影響がある
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対象３（９０歳、女）

血糖値
緩やかに低下

薬：６錠⇒２．５錠

体重：43.6ｋｇ
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対象９（８８歳、女性）

血糖値
変化なし

薬：１錠⇒0.75錠
体重：51.3kg



考察③

薬減少 ＋体重増加

血糖値が安定し、薬の量が減少した＋体重改善
⇒SCSによる影響がある
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対象８（９６歳、女）

血糖値
安定

薬：10錠⇒9錠

体重：45.9⇒53.7ｋｇ



考察④

薬変化なし ＋体重増加

薬の量を変えず血糖値が安定し、体重が改善
⇒SCSによる影響がある
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対象５（８１歳、女）

薬再開後
血糖値安定

薬：0.5錠⇒0.5錠
体重：37.7⇒39.7ｋｇ



考察⑤
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対象７ （９５歳、女）

薬増加 ＋体重増加

高齢でBMI18未満になるのを防ぐため、食事量を増やしたことに
より体重が増加し、その分薬の量も増えてしまった。

血糖値低下

薬：0.5錠⇒2.5錠

体重：39.9(BMI 18.7)
⇒41.5ｋｇ(BMI 19.5)



考察⑥

薬なし＋血糖値低下

血糖値が低下し、安定＋体重改善
⇒SCSによる影響がある
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対象４（９０歳、女）

血糖値
低下

薬：なし⇒なし

体重：52.5kg⇒54.8kg



持続型血糖測定器リブレの使用例

食事内容（リブレ装着日～）

1月9日 12：30頃リブレ装着
7：00 スパゲッティミートソース

（1人前の半分）
11：30 食パン6枚切り1枚 目玉焼き、

牛乳200g
16：00 コーヒー150g

※スローカロリーシュガー 3g
19：00 ごはん100g

煮しめ（鶏肉、ちくわ、里芋、
大根、ごぼう、人

参）
※スローカロリーシュガー 2g
サラダ（キャベツ、ブロッコリー、トマト）
りんご半分

1月10日
7：00 コーヒー150ｇ

※スローカロリーシュガー3g
内科外来受診
空腹時の採血が必要なので食事なし

コーヒー 夕食

コーヒー

DM患者 77歳 血糖降下薬なし



• SCSによる影響があったのは8名（9名中）

結論

しかし・・・

①SCSによる体重減少の可能性

③血糖値が安定し、薬の量が減る

②血糖値が安定し、薬の量が増えない＋体重改善

今回は他の要因を全て削除できなかった
ため、今後はその要因分析を含めた研究
をすることが課題と考えられた。

SCSを長期摂取することで・・・・



今後の予定

持続型血糖測定器リブレを対象者１１名に装着し、
２週間のデータ収集

＋
献立からSCS摂取量を算出

現在解析済みの９名に残り２名を加え、
リブレのデータを加えて解析

まとめる
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